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増井憲一 (京大 ･理 ･入校進化論),大竹
勝 (日本モンキーセンター),樋口行雄
4.ヤクザル骨形態の特徴
黒田末等 (京大 ･理 ･人頬)
5.ヤクザルの保護をめぐる諸問題 一 共同討議｡
座長 :丸橋珠樹 (武蔵大 ･人文),大沢秀行
(霊長研 ),上原重男(札幌大 ).岩本光雄
(霊長研 ),束 滋 (霊長研 )0
討論者 :岡安直比,高畑由起夫,古市剛史(慕
大 ･理),三谷雅純 (霊長研 ),山極寿-,












































































































第 1部 ホミニゼーション トピックス
I.遺伝子のダイナミズム













司会 大島 清 (京大 ･霊長研 )
1.新井康允 (噸天堂大･医 )
｢脳粒能の性分化｣








4.早木仁成 (京大 ･理 )
｢チンパンジーの行動にみられる性差 )
コメント:上原重男 (札幌大 ･教養 )
5.古市剛史(京大･理 )
｢ピグミー チンパンジーの性行動と性周期｣
コメント:森 明雄 (京大 ･詔長研 )
6.渡辺 毅 (京大 ･霊長研 )
｢ヒトの性差と家族の起源｣
コメント:黒田末寿 (京大 ･理 )
ディスカッサント:植田信太郎 (東大 ･理 ),石
田英実(阪大 ･人間)













4. 2種のサル(M.fuscata & M.fascicu-
1aris)のロコモーション差異について 一前肢
にかかる筋力を中心に分析する一

































































場 所 :京都大学詔投獄研死所セミナ 室ー
日 時:1986年11月29日(土)～80日(日)
I.ヒトの歯の側から
座長 串地省子(東北大･歯)
1.ディスクレパンシーの成因として0.進化と
文化
井上垣彦(東大附属病院)
2.現代人におけるディスクレパンシーの世代
差と地域差
伊藤学而(鹿大･歯)
3.ディスクレパンシーと嘆合の未来
井上昌一(盛大･歯)
I.嘱乳類の歯の側から
座長 尾崎 公(日大･松戸幽)
4. ヒト以外の晴乳類にディスクレパンシーは
認められるか
桁戸口烈司(京大･詔長研)
5.惑長狭の下顎形頂と適正な歯列の長さにつ
いて
金沢美作(日大･松戸幽)
-77-
6.イヌに見られる食生活の変化に伴う岨喝器
官の変化
茂訓話生(独協医大)
総合討論
座長 Fa崎 公(日大･松戸幽)
世話人 :野上裕生.相見 m.醐戸口烈司
